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1　は　じ　め　に

アネモネは山形県内においても‘デ・カーン’種が以前

から栽培されていたが，実生系の‘Flモナリザ　が発表

されてから徐々に栽培面積が増加してきた。この背景には

冬春出し切り花として有望なこと，冬期間日照不足になり

やすい気象条件でも良品が生産できることなどが上げられ

る。しかし，購入苗では多額の種苗資を必要とし，経営上

その軽減が求められているのが現状である。そこで，種子

からの栽培を前提に，セル成型苗を用いた栽培法を確立す

るため，播種時期と育苗様式，セル成型苗の栽植密度につ

いて検討したところ，成果が得られたので報告する。

2　試　験　方　法

（1）試験1：播種時期と育苗様式

1）試験年次ニ1993－1994年

2）供試品種：Flモナリザ（レッド，オーキッド）

3）試験区の構成：表2に示すとおり，播種時期と育

苗様式を組合せ9区を設定した。供試した育苗容器の大き

さは，50穴セルトレイ；4．5cm角，容量約75m1，72穴セル

トレイ；4．0cm角，容量約60ml，ポット；7．5cIn丸，容量約

200mlである。なお，ポット区は200穴セルトレイに播種

し，本葉2枚時に鉢上げした。

4）栽培概要：播種後40－45％遮光のガラスハウス内

で育苗し，8月31日に50％遮光のビニールパイプハウスに

定植した。栽植距離は，うね幅180皿，株間20cm，5条植

えとし，白黒ダブルマルチサマータイプを使用した。施肥

量は成分量でNl．8kg／aとし，8割を基肥とした。定植

表2　播種時期，育苗様式と切り花収量（1，388株／a）

から12月31日までは最低気温10℃，その後8℃に加温し，

3月31日で収穫を打ち切った。なお9月中に柚だいした花

茎は，柚だい初期に除去した。

5）試験規模：1区15～25株

（2）試験2：セル成型苗の栽植密度

1）供試品種：Flモナリザ（ブルー，ホワイト）

2）試験区の構成：表1のとおり5区を設定した。

3）栽培概要：5月2日に72穴セルトレイに播種し，

8月31日に定植した。その他は，試験1に準じた。

4）試験規模：1区16～30株

表1　栽植様式
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3　試験結果及び考察

（1）試験1：播種時期と育苗様式

1）切り花収量：総収量は，‘レッド’，■オーキッド’

とも4月15日播種のポット区が最も多くなった。播種時期

では5月2日播種区が他の播種日より低収となったが4月

2日と15日播種には大きな差はなかった。育苗様式では，

播種が早い場合は容量の大きい区が多収になる傾向が認め

られた。良花収量は‘レッド，では播種が早いほど多く

‘オーキッド　では反対に4月2日播種区がもっとも収量

（）は良花収量

レ　　　　　　ッ　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　オ　　ー　　キ　　ッ　　ド

10～12月　1－2月　　3　　月　　合　　計　　10～12月　1～2月　　3　　月　　合　　計
千本（千本）　千本（千本）　千本（千本）　千本（千本）　　千本（千本）　千本（千本）　千本（千本）　千本（千本）

4月　細セル　3．1（2．6）　5．5（3．4）

2日　72セル　2．9（2．6）　5．5（3．5）

ポット　　4 9）　5

4月　畑セル　2．9（2．6）

15日　72セル　2．6（2．0）

ポット　　3

5月　帥セル　4．5（2．8）

2日　72セル　2．8（2．6）

ポット　4．1（3．7）

4．6（3．5）

6．0（3．2）

5．6（3．2）14．2（9．1）　　3．1（2．0）　6．9（2．5）

6．3（3．7）14．7（9．8）　　2．6（1．8）　5．4（2．0）

7）14 5）　　3

5．2（2．9）11．9（8．9）

5．7（2．8）14．3（8．1）

9）　6 3）17

3．4（2．7）　4．6（2．1）12．5（7．0）

5．1（2．3）　3．8（2．3）10．6（7．1）

2．9（2．2）　3．0（1．7）　9．9（7．5）

9）　6

2．0（1．0）　6．4（3．9）

9．8（3．9）19．7（8．4）

8．7（4．1）16．8（8．0）

0）21

9．4（5．3）17．9（10．1）

2．1（1．2）　6．9（3．3）11．4（5．1）20．4（9．9）

9）　8

2．1（1．5）　5．9（3．3）

1．9（1．5）　9．6（4．7）

2．4（1．9）　6．3（4．3）

1）　22

8．1（4．3）16．1（9．1）

8．9（5．4）16．8（11．6）

9．1（4．6）17．8（10．7）
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が少なくなった。また育苗様式による違いは明らかでなかっ

たが，12月までの年内収量はポット育苗区が多くなる傾向

があった（表2）。

2）切り花品質：切り花長には一定の傾向がないもの

表3　播種時期，育苗様式と切り花品質（平均）

播種　育苗
日　　様式

レ　ッ　ド　　　　　　オーキッド

切り花長　切り花垂　茎径　切り花長　切り花垂　茎径

（皿）（g）（D）　（皿）（g）（皿）

4月　即セル　43．6

2日　72セル　45．6

ポット　45

4月　帥セル　42．1

15日　72セル　43．6

ポット　44．5

5月　帥セル　44．4

2日　72セル　40．2

ポット　37．7

18．1　7．6

17．3　7．4

17．9　7．6

14．6　6．6

14．1　6．8

15．7　6．9

15．4　7．2

17．5　8．4

44．9　16．4　7．2

42．6　16．3　7．4

6　14

41．9　17．0　7．6

41．5　16．4　7．3

43．8　15

44．4　16．9　7．5

44．8　15．3　7．0

42．3　16．7　7．5

表4　栽植密度と切り花収量（a当り）

の収穫本数が多い区はど切り花重が軽く，茎径も細くなる

傾向があった（表3）。時期別にみた場合．切り花長は，

いずれも1月前後が最も長く，切り花重，茎径は11－12月

が最も大きくなった（調査データ省略）。

3）以上のことから，アネモネの播種時期は，育苗様

式でやや異なるものの4月中旬が適期とみられた。育苗様

式としては，総収量ではポット育苗がセル育苗に比較し多

収となったものの．良花収量では大差がないことからセル

育苗でも実用的であり，セルサイズは72セルが適当と考え

られた。

（2）試験2：セル成型苗の栽植密度

1）切り花収量：収穫後期はど栽植密度の影響が認め

られ，株当りの収穫本数はa当りの株数が高い区はど少な

くなった。a当り換算の切り花収量は，総収量，良花収量

とも栽植密度が高い区はど多収となったが．a当り1，388

株区もその前後の区に比較し収量は多かった（表4）。

（）は良花収量

プ　　　　　ル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホ　　　ワ　　　イ　　　ト

千本（千本）　千本（千本）　千本（千本）　千本（千本）
森」　禦聖　二璧　⊥．イ空　色′†蚤　10～12月　1～2月　3　月　合　計

千本（千本）　千本（千本）　千本（千本）　千本（千本）
2，222　　3．6（2．7）　4．4（3．7）　5．0（4．1）13．1（10．5）

1．852　　3．0（2．3）　5．8（3．9）　5．4（3．4）14．2（9．6）

1．482　　2．4（1．9）　4．5（3．0）　4．4（2．3）11．3（7．3）

1．388　　3．1（2．4）　4．9（2．4）　5．6（3．5）13．6（8．3）

1．111　27（2．3）　3．4（3．1）　3．9（2．7）10．1（8．1）

4．1（3．2）　5．3（3．1）

3．0（1．7）　2．1（2．3）

3．1（2，3）　3．2（2．1）

2．2（1．6）　5．6（2．9）

2．4（2．1）　4．0（1．8）

6．0（3．4）15．3（9．7）

5．9（2．6）14．0（6．6）

3．7（1．8）10．1（6．2）

5．1（2．7）13．0（7

4．0（2．1）

3

640

2）切り花品質：切り花長は　■ブルー’では2，222株

区が最も長くなり1ホワイト’では1，111株区が長くなっ

た。切り花重はいずれも1，111株区が重くなったが，栽植

密度と切り花品質には一定の傾向は認められなかった（表

5）。

義5　播種時期，育苗様式と切り花品質（平均）

a当り

株　数

ブ　ル　ー　　　　　　　　ホ　ワ　イト

切り花長　切り花重　茎径　　切り花長　切り花重　茎径

（血）　（g）（町）　（皿）　（g）（血）

2，222　42．1　20．0　8．9

1，852　　37．6　16．8　8．1

1，482　　39．3　19．2　9．0

1，388　　38．4　15．1　7．6

1．111　38．8　　20．2　　9．0

44．8　17．0　　7．6

44．2　16．2　　7．5

44．6　19．9　　7．9

44．6　17．9　　7．4

47．7　　19．6　　8．0

3）経済性：a当りの粗収入は2，222株区が最も多く

なり，栽植密度が高いほど多くなる傾向があった。しかし

アネモネの生産費のなかで最も大きなウエートを占める種

苗費を考慮すれば，a当り1，388株区が粗収入から種苗費

を差し引いた金額が比較的多く，経済性が高いものとみら

れた（図1）。

4）以上のことから，セル成型苗の栽植密度が高いほ

うが，株当りの収穫本数は少ないものの，単位面積当りの

収量は多くなる傾向があった。しかし，種苗費などの経済

月
月
月
月
月
月
人
語

ユ
ニ
と
－
・
ほ
日
用
嘱
河

口
日
田
m
q
讐
ト

Z．詔2日防21，4紀1．こ溺日日　2．Z詑1，度21．4821．憾1，111

図1栽植密度と月別組収入，種苗費（a当り）
注．グラフ上の数値は組収入（3月まで）から種苗費
（購入甫）を差し引いた金額（）内は1月までの
粗収入から差し引いた金額。月別粗収入は月別平均
単価（庄内経済連取り扱い）と良花収量から算出
種苗費　自家育苗　66円／株　購入110円／株

性を考慮すると，栽植密度としてはa当り1．400株程度が

適当とみられた。

4　ま　と　め

アネモネのセル成型苗は，慣行ポット苗に比較し，総収

量では劣るものの良花収量では大差なく省力性の面から実

用性が認められた。セルトレイのサイズとしては72穴セル

が適当で，播種時期としては，4月中旬が播種適期とみら

れた。またセル成型苗の載積密度としては，栽植密度が高

いほど収量は多くなるものの種苗費などの経済性を考慮す

るとa当り1，400株程度が適当とみられた。
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